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ヨツメモ民 Tetrasρora~t紙~長鋲のヨツメ モ科 Telrasρoraceae に凶し，

ー般に冬から若手にかけて全国各地に見られるが，山間j地では夏でも見られる。

通常湧水，止水或は流水の緩かな小川に生iiするが時にはプランクトンと

して現われることもある。これらの多くは成長すると切れ切れになって仙物

にからみついたり或は水中に汗詑して生有する。

藻体はジ工夫質;伏で顕微鏡的なものから，肉UR的の大きさのものまであっ

て，そ の形態は球;伏 rt~~札紐;伏をなしXは孔があいた網拡や戒は不斉形な

来j伏を呈している。 この寒天'l1の"1-'~乙概して 4 個づつの細胞が衣面に近いと

ころに並んでいる。 各細胞は原形質から山来する偶繊毛 pseudociliaを各々

2 本宛右し， メ~天質の ミ友商まで f~l' びている。又， 寒天質の中に吏に，別の泉

天質に包まれた細胞が並ぶ種類もある。ij:ll¥胞は球形をなし，色素{本は鮮総色

を呈 し， ピレノイドを有する。

生殖法は無性的には 2本の縦毛をもったりljJf定子ゃー通のアキネー トで褐

色の hypnospore~乙 f1iて行われ， イj 性的にはー細胞内に 4-8 個分裂して ， 2 

本の鞭毛をもった配偶子が山米，これが接合して球形の接合子を作ることが

知lられている。

従来日本にj主するヨツメモは T.laruslris LEMM.， T. lubrica (ROTH) 

AG.の2種であったが， 最近 T.cylindrica (W AHLENB.) AG.及び T.geLa-

tionsa (VAUCH.) DESV.を採集したので口本新J1i2';:，jlとして報告する と共に 口

本経ヨツメモ属の極類をー応まとめてみた。

'L'etlYISpOTαLINK， 1820の検索衣

A) 細胞は2重の寒天白中にある

a) 顕微鏡的の球;伏:主体である ・一...T. lacuslris 
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b) 肉眼的の紐朕の藻体である…… T.cylindrica 

B) 細胞は 1重の寒天質中にある

c) 成体は網i伏に孔があく…・H ・H ・..T.lubrica 

d) 成体は網;民の孔がない・H ・H ・..… T.gelalinosa 

各種の記載については次のようである。

T. 1，何，;''''~副t，.is LEMM.ヨヅメモ

藻体は約0.3mmの球形でJ1:水中に7'J.i位して生育する。 細胞の大きさは

7-10，u， 偶繊毛は細胞の 6-7倍の長さを有する。色索体は単一， 円盤以;

ピνノイドは有するものもないものもある。分布は台湾一一北米，欧州

民 Cllli1ul'l'iC!I， (WAHLENB.) AG.ヒモヨツメモ(新和司一一日本新!主。

藻体は細長く紐i決に伸び(第1図 B，C)， 太さ約1cm，長さ 60cm以ムに

以/

L.Lム」

Fig. 1. A， T. gelat伽08α;B-
D，宜'.cylindrica; D. (1)ー(7¥
stag飽，of cell divisioD. 
staining; (1) mother cell; 
(7) daughter ceU. 

及ぶものもあり，縦に数本の織がある.

水衣に達した部分は形がこわれて不斉形

となり， 7.1<.になびく(写真 1). 稀に枝を

出すことがある.藻体は淡灰緑色，全体

の寒天質の中に更に細胞の周囲に別の寒

天質が包んでいる。(第1図 D，2-7).

細胞の大きさは4-10ρ，冬に生育する。
チグザ・ 申ウオウ

名古屋市千種区法王町の排水河川(以前

は姫ケ池であった処). pH 6.8， water 

temp. 10.50C， Feb. 16， 1954・ーーアメリ

カ。

笠'.lllbl'icrt (ROTl歪)AG.アミヨツメモ

始め他物に附着して発生し，筒}j)(又

は誕礼えであるが後離れて不規則に伸び

る。大きいものは20cm以上にも及ぶ。

藻体は捲縮性があり，大小不規則な孔が

沢山あき，終には網;伏になり， これを拡げると海藻のアミアオサに似た形で

ある。細胞の大きさは7-14，u， 鮮緑色，清冷な小川に生育し他物にからま

る。 普通冬から春にかけて生育するが冷涼な山間地では 7-8月頃でも生育
r.-dtラ ヲタデ ，、ッヵイ カミゴウ

している。愛知県南設楽郡作手村，同碧海郡上郷村， pH4.5-6.4一一東京都

弁ノ頭，欧米，ニュージーラシド。
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Photo. 1. Photo. 1I. 

Photo. I. T. cylind1'ica， natul'al condition in the watel'; arl'OW  
denotes a colony. 

Photo. II. T. gelαtiηosa， development of aboundant colonies. 

1'.グelntllωsα (VAUCH.)DESV.ブクロヨツメモ一一一日本新説

このヨツメ モは始め他物に群集して発生し， 風向。iU((写哀;ll)であるが

大きくなると入道雲様の袋j!)((第 1図 A)になり ， 立(に大きくなると水流そ

の他により他物にからみついて生育する。 7J<.u1Lになびいて生f-jするものはおl¥

長く伸びて，50-60cmに及ぶものもある。ifJ冷な湧水の流れによく生育する。

務体はii.tl緑色乃至ftU緑色で， 判l胞のブてきさは 5-15/1， 冬卒発生し春季;jSf:本
ソカマ

から協定子を放出する。愛知県安城市福釜の小川に見られたがその他広く県

内各地の平地の小川に多く"寺には水¥II， 漏水にも見られる。 pH6.0-6.8 

-一一アメリカ。

• 
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• Summary 

The following two species of Tetrastora have been reported from 
Japan hitherto: T. lacustris LEMM. and T. lubrica (ROTH) AG. But， 
recently， the foIIowing species are newly found in this country by the 
present authors: T. cylindrica (W T..HLENB.) AG. (Fig. 1. -B-D and Photo. 
1) and T. gelatinosa (VAUCH.) DESV. (Fig. 1. A and Photo. II). 
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